
 

２０２２年９月７日（水）第一水曜祈祷会 

ヨハネの福音書２０：１～１０ 

「空っぽの墓を見て」 

 

【１９章】 ＊イエス・キリストは聖書の預言通り、私たちのために十字架にかかり死んでくださった。 

⓵イエスさまは不思議なほど短時間で息を引き取られたので、骨を折られずに済んだ。 

②アリマタヤのヨセフがイエスさまの亡骸を取り下ろすことをピラトに願い出た。 

③ニコデモも手伝って、イエスさまをまだだれも葬られたことのない新しい墓に埋葬した。 

 

【観察と黙想】  

１．マグダラのマリアの悲しみ（２０章１～２節） ＊『週のはじめの日』…日曜日 

①イエスさまに会う前のマグダラのマリアは、どんな人生を歩んでいましたか（マルコ１６：９）。 

→ 

②マグダラのマリアはイエスさまの墓に何をしに来たのですか。 

→ 

③マグダラのマリアは空っぽの墓を見て、何を思ったのでしょうか。 

→ 

 

２．ペテロとヨハネの驚き（３～７節） ＊『もう一人の弟子』…ヨハネのこと。 

①先に墓に着いた弟子は、どうしてすぐに墓の中に入らなかったのですか。 

→ 

②後から着いたペテロは、どうしてすぐに墓の中に入ったのですか。 

→ 

③著者ヨハネは「亜麻布」という言葉を繰り返して、読者に何を印象づけていますか。 

→ 

 

３．空っぽの墓を見て（８～１０節） 

①もう一人の弟子は「見て、信じた」とありますが、どのような信仰でしたか。 

→ 

②二人の弟子は「自分たちのところに帰って」どうしましたか（ヨハネ２０：１９）。 

→ 

③空っぽの墓での体験が復活の主との出会いに結びついた時、彼らはどうなりましたか。 

→ 

 

【適用と分かち合い】 

⓵どうしてイエスさまの墓から石が取りのけてあったのだと思いますか。 

②あなたなら空っぽの墓を見て、どうしますか。中に入る？入らない？ 

③イエスさまのよみがえりは、私たちに何を意味していますか。 


